
役　員  （2022年9月30日現在）

(注）１．当社は、2022年9月30日現在、自己株式932千株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．所有株式比率は自己株式を控除して計算しております。
３．日本マスタートラスト信託銀行株式会社、株式会社日本カストディ銀行の所有株式数には、信託業務に係る株式数が
含まれております。 

4．所有株式数は表示単位で切り捨て表示をしております。

株主名 所有株式数 所有株式比率
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
日本山村硝子取引先持株会
株式会社三井住友銀行
クレデイ スイス ルクセンブルグ エスエー カスタマー　アセツツ　フアンズ　ユーシツツ
山村幸治
日本山村硝子従業員持株会
日本生命保険相互会社
株式会社三菱UFJ銀行
三菱UFJ信託銀行株式会社
株式会社日本カストディ銀行（信託口4）
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発行可能株式総数  30,000千株
発行済株式の総数  11,145千株
株主数  7,937名
単元株式数  100株

所有株式数の
構成比

合 計
大株主の状況

会社の概要  （2022年9月30日現在） 株式の状況（2022年9月30日現在）

所有者別株式分布状況

日本山村硝子株式会社（Nihon Yamamura Glass Co.,Ltd.)
関西本社 
　兵庫県尼崎市西向島町15-1 電話 06-4300-6000（代表） 
東京本社 
　東京都新宿区西新宿6-14-1 電話 03-3349-7200（代表）
　新宿グリーンタワービル20階 
1914年4月5日 
1941年12月11日 
140億7,496万5,448円 
748名 
東京証券取引所（スタンダード市場） 
有限責任 あずさ監査法人 

当社株式を70株ご所有の場合、その70株を市場価格で
当社に売却し、代金を受領する。

買取制度 買増制度

ご所有単元未満株式を当社が買取るように
請求できる制度

買取請求にて当社に売却（70株売却）

売却代金を受領 売却株式数(70株)×市場価格

買増請求にて当社から購入（30株購入）

単元株式として所有 100株（70株+30株）

例 当社株式を70株ご所有の場合、30株を市場価格で当
社から購入し、100株にする。

ご所有単元未満株を１単元(100株)にするために必
要な株式を買増すように請求できる制度

例

ご所有株式数（70株）

買取
制度

買増
制度

買取・買増制度をご利用ください

山村　幸治
小林　史吉

明神　　裕

山村　　昇

田口　智之

代 表 取 締 役
社長執行役員
取 締 役
常務執行役員

取 締 役
常務執行役員

取 締 役
執 行 役 員

取 締 役
執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

コーポレート本部および研究開発センター管掌

ガラスびんカンパニー社長

水田　好彦
井上　善雄

高坂　佳郁子

泉　　豊禄

取 締 役
常勤監査等委員
取 締 役
監査等委員（社外）

取 締 役
監査等委員（社外）

取 締 役
監査等委員（社外）

弁護士（独立役員）

ハクスイテック株式会社代表取締役社長（独立役員）

研究開発センター長

ガラスびんカンパニー営業本部長

株式会社巴川製紙所代表取締役社長（独立役員）

植田　光夫

井料田　保二

木村　周二

副島　正義

グループサステナビリティ責任者、環境室管掌

コーポレート本部長

■取締役（監査等委員である取締役を除く。）

■監査等委員である取締役

■執行役員

プラスチックカンパニー社長

ニューガラスカンパニー社長

https://www.yamamura.co.jp/

証券コード《5210》

決算ご報告
株主のみなさまへ

2022年4月1日　2022年9月30日

株主のみなさまへ

代表取締役
社長執行役員

第2四半期決算ご報告送付のご案内と中間配当の見送りについて
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　当社およびグループ各社（以下、当社グループと称します。）の第94期第2四半期累計期間（2022年
4月1日から2022年9月30日まで）の事業の概況をここにご報告申しあげます。
　なお、94期の中間配当につきましては、業績の状況を総合的に勘案し、実施を見送らせていただくことと
いたしました。このように、無配とさせていただくことは、誠に遺憾でございますが、何卒ご了承賜ります
ようお願い申しあげます。

　現在、抜本的な事業構造改革を推進し、収益力の向上と資産効率の改善に積極的に取り組んでおります。
まずは落ち込んだ業績を早期に回復させ、株主のみなさまに利益を還元できるよう、経営陣一丸となっ
て全力で対応してまいりたいと考えております。株主のみなさまには、引き続き当社グループへのご支援を
賜りますよう、何卒よろしくお願い申しあげます。

敬　具
2022年12月

Change and 

   Challenge with You

第94期
第2四半期 

　株主のみなさまへの決算ご報告について、環境負
荷の低減・デジタル化の観点から、2023年3月期期
末より、ご郵送でのご案内を廃止いたします。
　引き続き、株主のみなさまには会社ホームページ
にてご案内させていただく予定でございますので、
ご理解賜りますようお願い申しあげます。

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

上 場 証 券 取 引 所

同 連 絡 先

公 告 の 方 法

期 末 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日
中 間 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

https://yamamura.co.jp/

https://www.tr.mufg.jp/daikou/

この決算ご報告はFSC®認証紙とベジタブルインキを使用して印刷しております。



　当社は、利益の配分につきましては、業績に応じた配当を継続的に行うことを基本
に、海外への事業展開や成長事業への投資計画、財政状態等を総合的に勘案しなが
ら、積極的に株主のみなさまへの利益還元に努めていきたいと考えております。
　しかしながら、業績の状況を総合的に勘案し、中間配当金につきましては、誠に遺憾
ながら無配とさせていただく所存です。期末配当金につきましては、現時点では未定と
させていただいております。
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第92期 第93期 第94期（予定）

米国の持分法適用関連会社において前期
よりは改善したものの創業赤字が継続し、
持分法による投資損失は868百万円（前年
同期は持分法による投資損失1,980百万
円）となり、連結経常利益は△880百万円
の損失（前年同期は△863百万円の損失）
となりました。

2023年3月期および今後の業績動向等を
勘案し、繰延税金資産の回収可能性につ
いて慎重に検討した結果、繰延税金資産を
追加計上したことにより法人税等調整額を
計上し、親会社株主に帰属する四半期純
利益は△22百万円の損失（前年同期は△
1,319百万円の損失）となりました。

第92期 第93期 第94期
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■第２四半期累計　■通期ガラスびん関連事業では、中国子会社の売上においては
全持分の譲渡に伴い連結範囲から除外したことにより減
少したものの、国内ガラスびんにおいては当社の出荷量
が増加したこと、価格改定や品種構成の変化により販売
単価が上昇したこと、タイ子会社を連結範囲に含めたこと
等により売上が増加しました。物流関連事業では2021年
9月に2社の株式を取得したことにより売上が増加しまし
た。ニューガラス関連事業では中国のロックダウンや世界
的な資材調達遅延等による顧客の生産減少等の影響を
受け、出荷が減少しました。これらの結果、売上高は
34,265百万円（前年同期比10.7％増）となりました。
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■第２四半期累計　■通期
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△5,478

△4,652

△2,985△2,985

△863△863

　当社と国立病院機構大阪医療センターは共同で、えんげ（飲み
込み）が困難な患者さんの誤嚥（ごえん）を防ぐための必要な道
具が一体化したカップ『ぴったりトロミがつくカップ』を開発しまし
た。本製品は日常的に実施される水分のトロミづけ作業を、簡便
に行うことが出来ます。
　本製品の開発は、大阪商工会議所が主催する「次世代医療シス
テム産業化フォーラム」によるマッチングと事業化支援にて実現し
ました。
　当社は、医療・介護へのさらなる貢献を目指してまいります。

ガラスびん関連事業では国内において販売単価の
上昇や設備投資の抑制による減価償却費の減少が
あったものの、欧州の政情不安や円安の影響による
原燃料・動力価格の高騰に伴う悪化に追い付かず、
プラスチック容器関連事業でも原料価格のさらなる
上昇等がありました。物流関連事業では既存事業に
おける取扱い物量の減少や燃料費の高騰、新規連
結子会社ののれんの償却等がありました。ニューガ
ラス関連事業では出荷の減少や減価償却費の増加
がありました。これらの結果、連結営業利益は335
百万円（前年同期比70.9％減）となりました。
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■第２四半期累計　■通期

利益配分に関する基本方針および当期の配当
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△1,319△1,319

売上高売上高 34,265百万円

経常利益経常利益 △880百万円

営業利益営業利益 335百万円

△22百万円親会社株主に帰属する
四半期純利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

34,265

△880

　当社は兵庫県西宮市と共催で、エネルギー勉強会『ガラスびんは
SDGsの夢を見るか？』を当社の関西本社で開催し、西宮市在住の
親子33名に参加いただきました。
　勉強会では、ガラスびんの環境特性や、個人ができるSDGsのた
めの取り組みなどについての講義を実施しました。
　また、参加者の方へリターナブルボトルの飲み物を提供し、飲み終
わった空きびんとお菓子を交換するリユース体験を行いました。ガラ
スびんを使った工作や、普段は公開していないガラスびんの展示室
「クリエイティブデザインルーム」の見学ツアーも大好評でした。
　当社は、引き続きガラスびんの魅力を知ってもらうための活動を
積極的に推進してまいります。

　当社と株式会社プライムポリマーはプラスチックキャップの水
平リサイクルの実現に向け共同で取り組みをはじめます。
　飲料・食品向けのプラスチック容器・包装の水平リサイクルに
は、これまで様々な課題があり、容易に進んできませんでした。
今般、当社および株式会社プライムポリマーは両社のシナジー
により、共同でその課題解決に取り組み、使用済みキャップを新
しいキャップへ再生する高品位なマテリアルリサイクルを推進し
てまいります。
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28,423

57,136

TOPICS2023年3月期 第2四半期 連結業績ダイジェスト


